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我々は、MeV帯域の宇宙観測の感度向上を目指し、2016年打上げの Hitomi衛星でも搭載された Si/CdTe半
導体コンプトン望遠鏡とアクティブシールドを組み合わせた狭視野 Si/CdTeコンプトン望遠鏡の性能実証実験機
miniSGDを開発した。miniSGDは、有効検出面積 32×32 mm2で 0.5 mm厚の Si両面ストリップ検出器（DSSD）
2枚と、同じく 32×32 mm2で 2 mm厚のCdTe両面ストリップ検出器（CdTe-DSD）4枚からなる半導体コンプ
トン望遠鏡と、厚さ 20-30 mmの 9個の BGOシンチレータからなるアクティブシールドで構成される。
これまでに、CdTe-DSD内の相互作用深さの推定方法を開発し、133Baの 356 keVガンマ線に対して 2.7度の

Angular Resolution Measure（ARM）を達成した。また、角分解能追求のために符号化マスクと組み合わせた撮
像の原理実証を実施し、1 mm厚タングステンの符号化マスクを用いて 133Baの約 1度の撮像にも成功した。
本講演では、1 MeV以上への検出効率向上を目指したminiSGDの電子飛跡追跡型コンプトンカメラとしての

動作実証について報告する。DSSDでコンプトン散乱し反跳電子がある程度の運動量を持つ場合、その反跳電子
はDSSDを貫通しCdTe-DSDでも検出される。我々は、この反跳電子貫通イベントに対して新たに電子飛跡込み
のコンプトン再構成手法を開発した。適切なデータセレクションにより、88Yの 1.8 MeVガンマ線に対して 1.8
度のARM、35度の Scatter Plane Deviation（SPD）を達成、コンプトンイメージングの改善に成功した。


